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●プロジェクト管理計画書での「３．スコープと作業分担」

ここで言うスコープとは、プロジェクトの初期段階にそのプロジェクトのスコープ＝「範囲」
を決定することです。
これは、単に「何を」「どこまで」やるかを決定することではなく、次のような内容を指します。

①プロジェクトの目標を達成するために必要な成果物とタスクを定義する。
②プロジェクト期間を通じて、必要に応じてその定義を見直していく。
③必要な成果物とタスクが完成されていることを保証する。

プロジェクト期間中、スコープは常に見直され、最新の状態に保たれていなければなりません。
大規模プロジェクトに限らず、開発工程が進むに連れ、このスコープがブレていくのが、
現実だと思います。
常に最新の状態が困難な場合、議事録、レビュー記録等の逐次発生するドキュメントにまとめておき、
最低限、各開発工程の終了、次工程の開始段階で見直していくべきと思います。
実際にプロジェクト現場にて使用しておりました「スコープと作業分担」のワークシートにて概要を
説明致します。

ポイントについてまとめていきますので、皆様のご参考になれば幸いです。
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プロジェクト管理計画書での「３．スコープと作業分担」のポイントとして、概要と参考資料を次に示します。
＜＜＜ 「プロジェクト管理計画書」を作成して「プロジェクトの見える化」を実践しましょう！＞＞＞

プロジェクト管理計画書での「３．スコープと作業分担」のポイントとして、概要と参考資料を次に示します。
＜＜＜ 「プロジェクト管理計画書」を作成して「プロジェクトの見える化」を実践しましょう！＞＞＞

作業範囲と成果物/タスクの「見える化」です。

①プ ロ ジェ ク ト の目標を達成するために必要な成果物と タ ス ク を定義する 。
②プ ロ ジェ ク ト 期間を通じ て、 必要に応じ てそ の定義を見直し ていく 。
③必要な成果物とタスクが完成されていることを保証する。

プロジェクト期間中、スコープは常に見直され、最新の状態にしておくのがベスト。
常に忙し い皆さ んなら ど う し ま すか？

作業範囲と成果物作業範囲と成果物//タスクの「見える化」です。タスクの「見える化」です。

①プ ロ ジェ ク ト の目標を達成するために必要な成果物と タ ス ク を定義する 。
②プ ロ ジェ ク ト 期間を通じ て、 必要に応じ てそ の定義を見直し ていく 。
③必要な成果物とタスクが完成されていることを保証する。

プロジェクト期間中、スコープは常に見直され、最新の状態にしておくのがベスト。
常に忙し い皆さ んなら ど う し ま すか？

３．スコープと作業分担３．スコープと作業分担

プロジェクト管理計画書での「 ３．スコープと作業分担 」

・・・・ 基本設計 工程 詳細設計 工程

各開発工程の終了、次工程の開始段階で見直していく。

例えば、基本設計工程終了時点、詳細設計工程に着手する前に見直しを実施する。

こ の見直し を実施し ないと 、
以降工程で、 ス ケジュ ール遅延/
予定工数オーバーと なっ てし ま う ！

こ の見直し を実施し ないと 、
以降工程で、 ス ケジュ ール遅延/
予定工数オーバーと なっ てし ま う ！
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プロジェクト管理計画書での「 ３．スコープと作業分担 」

Ｒ Ａ Ｍを利用し た参考資料を次に示し ま す。
ＲＡＭとは、責任分担マトリックスのことで、プロジェクトの組織ブレークダウン・ストラクチャー（ＯＢＳ：Organizational Breakdown Structure）と
ワーク・ブレークダウン・ストラクチャー（ＷＢＳ：Work Breakdown Structure）を関連づけた図表のことです。

Ｒ Ａ Ｍを利用し た参考資料を次に示し ま す。
ＲＡＭとは、責任分担マトリックスのことで、プロジェクトの組織ブレークダウン・ストラクチャー（ＯＢＳ：Organizational Breakdown Structure）と
ワーク・ブレークダウン・ストラクチャー（ＷＢＳ：Work Breakdown Structure）を関連づけた図表のことです。
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1 要件定義
1-1 現行業務システムの調査と分析

1-11 業務プロセスの調査
1-111 画面遷移図 現行業務システム画面遷移図 ● ★ Ｒ Ｒ ○ ● Ｒ Ｒ 現行業務有識者
1-112 現行業務プロセスフロー図 現行業務プロセスフロー図 ● ★ Ｒ Ｒ ○ ● Ｒ Ｒ 現行業務有識者

1-12 業務機能定義
1-121 現行業務機能定義書 現行業務機能定義書 ● ★ Ｒ Ｒ ○ ● Ｒ Ｒ 現行業務有識者
1-122 現行業務データフロー図 現行業務データフロー図 ● ★ Ｒ Ｒ ○ ● Ｒ Ｒ 現行業務有識者
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是非参考にし て、 使っ てみて下さ い。是非参考にし て、 使っ てみて下さ い。


